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は じ め に

Compassとは、船が進むべき方向を示す「羅針盤」です。海には、いつも正しい航路があるとは限りません。穏や

かな日もあれば、嵐の日もあります。そんな時、船乗りは羅針盤を手に取り、自分たちが進むべき方向を確かめま

す。

会社も同じです。仕事には、正解のない判断が数え切れないほどあります。数字を優先するのか。人を優先するの

か。挑戦するのか。立ち止まるのか。そんな時、私たちが立ち返るのは、ルールでも、マニュアルでもありません。

私たちが大切にしている約束です。

このCompassには、StarBoardが未来へ受け継ぎたい13の約束をまとめました。この約束は、社員だけのものでは

ありません。お客様との約束。仲間との約束。そして、自分自身との約束です。

すべての判断には、この約束へ立ち返る場所があってほしい。その積み重ねが、StarBoardの文化になると、私たち

は信じています。文化は、言葉から生まれるものではありません。毎日の判断から生まれます。だから、この

Compassは文化を教える本ではありません。文化を育てるための羅針盤です。

迷った時は、このCompassを開いてください。答えを探すためではありません。自分たちが何を大切にするのかを

思い出すためです。そして、自分自身に問いかけてください。

「この判断は、StarBoardの約束に沿っているだろうか。」

その問いを繰り返した先に、私たちが目指す文化があります。

世界は広い。

一緒に、まだ誰も見たことのない景色へ。

S T A R B O A R D   C O M P A S S     ･     V E R S I O N   1 . 0     ･     2   /   5



S T A R B O A R D   C O M P A S S

I

自 分

P R I N C I P L E   0 1   —   0 6

P R I N C I P L E   0 1

事実は、自分の足で取りに行く。

― 事実は、自分の足で取りに行く。

P R I N C I P L E   0 2

約束が、信頼をつくる。

― 約束が、信頼をつくる。

P R I N C I P L E   0 3

数字は、未来への責任である。

― 数字は、未来への責任である。

P R I N C I P L E   0 4

人を、可能性で見る。

― 人を、可能性で見る。

P R I N C I P L E   0 5

考え抜いて挑戦する。

― 考え抜いて挑戦する。

P R I N C I P L E   0 6

まず、自分が変わる。

― まず、自分が変わる。

思い込みで判断しない。

人づての話だけで決めない。

現場へ行く。

人と会う。

自分の目で見て、自分の耳で聞く。

その上で判断する。

できない約束はしない。

約束したら、やり切る。

守れない時は、ごまかさない。

自分から伝える。

信頼は、約束の積み重ねで生まれる。

数字から逃げない。

利益をごまかさない。

利益は、会社を続ける力になる。

利益は、次の挑戦を支える。

数字と向き合う。

過去だけで決めつけない。

失敗だけで評価しない。

肩書きだけで判断しない。

可能性を信じる。

思いつきで動かない。

考える。

調べる。

仮説を立てる。

そして、一歩踏み出す。

挑戦を、次の挑戦につなげる。

人を変えようとしない。

環境のせいにしない。

誰かが変わるのを待たない。

変わる理由を探す前に、自分が変わる。
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I I

仲 間

P R I N C I P L E   0 7   —   1 0

P R I N C I P L E   0 7

成長する仲間を信じる。

― 成長する仲間を信じる。

P R I N C I P L E   0 8

違いから学び続ける。

― 違いから学び続ける。

P R I N C I P L E   0 9

相手ではなく、課題に向き合う。

― 相手ではなく、課題に向き合う。

P R I N C I P L E   1 0

仲間を頼る。

― 仲間を頼る。

本気の挑戦を応援する。

考え抜いた失敗を責めない。

成長を諦めない。

互いに高め合う。

自分の常識を押しつけない。

価値観の違いを否定しない。

違いに出会う。

違いから学ぶ。

自分の世界を広げ続ける。

人を責めない。

感情でぶつからない。

何が問題なのかを考える。

どうすれば良くなるかを考える。

課題の解決に力を使う。

まず、自分で考える。

できるところまでやり抜く。

それでも乗り越えられない時は、仲間を頼る。

本気で考えた人は、一人にしない。

一人では見られない景色がある。
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I I I

未 来

P R I N C I P L E   1 1   —   1 3

P R I N C I P L E   1 1

自分の頭で考える。

― 自分の頭で考える。

P R I N C I P L E   1 2

学び続ける。

― 学び続ける。

P R I N C I P L E   1 3

世界を広げ続ける。

― 世界を広げ続ける。

答えを待たない。

前例だけを追わない。

自分で考える。

自分で決める。

その責任を引き受ける。

昨日の正解に頼らない。

知らないことを知る。

変わることを恐れない。

学びを止めない。

分かったつもりにならない。

新しい世界へ踏み出す。

違いを知る。

学び続ける。

航 海は続 く 。

世界は広い。一緒に、まだ誰も見たことのない景色へ。
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